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伝統文化が
生きている、
仁淀川町。

秋
葉
ま
つ
り
・
神
楽
、

こ
こ
は
祭
り
の
宝
庫

秋
葉
ま
つ
り
・
神
楽
、

こ
こ
は
祭
り
の
宝
庫

土佐の三大祭りとしてにぎわう秋葉まつり。
地域の神社で奉納される安居神楽、
池川神楽、名野川磐門神楽。
仁淀川町に伝わっている伝統のお祭りでも、
地域外からの担い手が活躍しています。
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少
な
く
と
も
４
０
０
年
前
か

ら
池
川
神
社
社
家
、
阿
部
家
を

中
心
に
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

土
佐
最
古
と
も
い
わ
れ
、
土
佐

の
三
大
神
楽
の
一つ
。
演
目
は
舞

殿
を
祓
い
清
め
る
宮
祓
い
か
ら
始

ま
り
、
八
百
よ
ろ
ず
の
神
を
迎

え
る
神
迎
の
舞
、
四
天
の
舞
、

最
後
の
大
神
立
ま
で
14
通
り
で

す
。
時
に
静
か
に
、
時
に
乱
れ

舞
い
、
幽
玄
な
中
に
ユ
ー
モ
ア
も

交
え
た
世
界
観
が
、
約
４
時
間

か
け
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

中
で
も
「
児
勤
の
舞
」
は
池
川

神
楽
に
の
み
見
ら
れ
る
演
目
で
、

衣
装
も
含
め
優
雅
で
趣
た
っ
ぷ

り
。
翁
独
特
の
所
作
が
見
も
の

で
す
。

　
1
7
9
0
年
の
神
楽
本
が
残
っ

て
お
り
、神
楽
太
夫
が
中
心
と
なっ

て
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。
始
ま
っ

た
頃
か
ら
あ
ま
り
脚
色
が
加
え
ら

れ
て
お
ら
ず
、
神
歌
も
舞
も
素
朴

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
の
が
持
ち
味
で
す
。
15
の
演
目

を
約
5
時
間
か
け
て
奉
納
し
ま

す
。
特
に
「
舞
出
し
の
舞
」
に
は
、

天
岩
戸
の
神
話
が
含
ま
れ
、
天
照

大
神
と
岩
戸
開
き
に
活
躍
し
た

神
々
が
登
場
す
る
見
せ
場
で
す
。

　
ま
た
、
両
手
そ
れ
ぞ
れ
に
盆
を

持
ち
、
ス
ピ
ー
ド
感
いっ
ぱ
い
に
回

転
し
な
が
ら
舞
う
「
和
卓
の
舞
」

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
平
家
の
落
人
で
あ
っ
た
古
式
部

の
子
孫
・
日
浦
小
太
夫
が
、

4
0
0
年
前
に
伊
勢
神
宮
へ
行
っ

て
修
得
し
て
き
た
神
楽
の
技
と

作
法
に
よ
っ
て
創
始
し
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
演
目
の
順
序
も
大
切

に
、
東
西
南
北
を
し
っ
か
り
決
め

て
舞
わ
れ
ま
す
。
奉
納
す
る
神

社
が
多
く
、
７
〜
８
カ
所
で
16

も
の
多
彩
な
演
目
が
見
ら
れ
る

の
も
特
徴
で
す
。
舞
ご
と
に
お

囃
子
の
リ
ズ
ム
に
少
し
ず
つ
変
化

を
つ
け
て
い
る
の
も
面
白
い
と
こ

ろ
。
岩
屋
に
隠
れ
た
天
照
大
神

を
踊
り
で
呼
び
出
す
「
宇
受
姫

の
舞
」
や
、
真
剣
を
使
う
「
四

天
の
舞
」
な
ど
は
迫
力
も
満
点

で
す
。

お
お
じ
ん
だ
て

こ

き
ん

お
し
きう

ず

め

神
楽
の
太
鼓
が
響
く
と
、冬
が
来
る
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

  

池
川
神
楽

  

安
居
神
楽

  

名
野
川
磐
門
神
楽

薙刀の舞
なぎなた

宇受姫の舞

弓の舞

磐門の舞

児勤の舞

天磐戸開舞

こきん

あまのいわとあけのまい

きしん

舞出の舞
まいだし

いわと

ゆみ

う ず め

鬼神の舞

◆11月～12月　菜野川神社（峠の越）、大山祗神社（上名野川）
　　　　　  　二所神社（下名野川）他　７～８社で奉納

◆12月8日　  八所河内神社（偶数年）
◆12月12日　熊野神社（奇数年） ◆11月23日（祝）　池川神社

山主の舞
やまぬし
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２
月
11
日
　
高
知
県
保
護
無
形
民
俗
文
化
財

59

　
火
産
霊
命
を
祀
る
秋
葉
神
社
は

防
火
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
昔
、
平
家
の
落
武
者
が

静
岡
の
秋
葉
山
か
ら
勧
請
し
ま
し

た
。岩
屋
、
法
泉
寺
、
関
所
番
市
川

家
で
お
祀
り
し
た
後
、約
2
0
0
年

前
の
寛
政
６（
１
７
９
４
）年
、現
在
の

秋
葉
神
社
に
移
り
、
そ
れ
以
来
、
お

祭
り
の
日
に
は
神
様
の
長
い
旅
を
再

現
し
て
、お
神
輿
の
行
列
が
、ゆ
か
り

の
地
を
練
り
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。神
社
へ
戻
る
途
中
、最
後
に
訪

れ
る
中
越
家
は
代
々
の
神
主
で
す
。

　
秋
葉
ま
つ
り
、
通
称
秋
葉
さ
ん
に

は
、氏
子
で
あ
る
本
村
、霧
之
窪
、沢

渡
の
３
集
落
か
ら
は
男
子
2
0
0

人
も
の
練
り
が
繰
り
出
し
ま
す
。参

加
で
き
る
の
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
。も
ち
ろ
ん
、こ
の
大
人
数
の
口
を

ま
か
な
う
女
性
た
ち
の
支
え
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
見
物
客
は
例
年
、１
万
人
に
も
上

り
ま
す
。華
や
か
な
装
束
に
ホ
ラ
貝

の
響
き
。宙
を
舞
う
鳥
毛
を
若
者
が

受
け
止
め
る
と
、
ど
っ
と
湧
き
上
が

る
歓
声
。花
形
の
鳥
毛
ひ
ね
り
役
を

演
じ
る
こ
と
は
、
地
域
の
男
た
ち
に

とって
、幼
い
頃
か
ら
の
憧
れ
で
す
。

　
練
り
に
加
わ
る
人
々
、
見
守
る

人
々
の
中
に
は
、こ
の
地
を
離
れ
て
い

て
も
、お
祭
り
の
た
め
に
帰
って
く
る

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
秋

葉
さ
ん
は
、故
郷
と
自
分
を
つ
な
ぐ
、

大
切
な
存
在
な
の
で
す
。

　
山
並
み
に
雪
が
残
る
２
月
11
日
、

年
に一度
の
大
祭
が
終
わ
る
と
、
山

里
に
は
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ほ
ぶ
す
な
の
み
こ
と

少年たちも剣士になって

神輿が境内へ
戻る様子 鳥毛ひねりの妙技

秋
葉
さ
ん
が
終
わ
れ
ば

春
が
来
る

絆を
結び直す
お祭り

58



59



60



61



62



63



64



65



68

ドライブイン引地橋 山村自然楽校 しもなの郷

住所／吾川郡仁淀川町土居甲1021
営業時間／17:00～22:00（要予約）
休／日曜日、祝日　Ｐ／３台

住所／吾川郡仁淀川町大尾３５６-２
営業時間／９：００～１７：００
休／不定休　Ｐ／あり

●DATA ●DATA

TEL／０８８９-３５-０２２９
によどマッシュルーム生産組合 乾ちゃん

TEL／0889-34-2908

住所／吾川郡仁淀川町引地62
営業時間／9:00～17:00
休／水曜日　P／40台
HP／http://www.hikichityaya.ecweb.jp

●DATA 住所／吾川郡仁淀川町下名野川619
営業時間／8:30～21:00
休／水曜日（祝日の場合、翌日）、
　　年末年始（12/31～1/3）　Ｐ／30台
HP／http://www.shimona23.com

●DATA

TEL／0889-35-1289 TEL／0889-36-0005

住所／吾川郡仁淀川町森２５７７－１９
休／不定休

住所／吾川郡仁淀川町長者乙２５４６－１１
営業時間／９：００～１５：００
休／月曜、水曜、金曜日　P／あり

●DATA
●DATA

TEL／０８８９-３２-１８３３
農家レストラン だんだん 旅館 合田

TEL／０８８９-３２-１０３４

＊ 仁淀川町  ぐるっと食べ歩きに登
場のお店はこちら！ ＊
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自
然
と
人
の
手
に
育
ま
れ
た
、

本
物
の
味
が
こ
こ
に
。

いりもち

豊
か
な
森
の
恵
み
、
清
流
仁
淀
川
の
恵
み
、

山
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
味
わ
っ
て
。

生
産
者
が
手
掛
け
る
６
次
加
工
品
の
数
々
も
、

と
っ
て
お
き
の
仁
淀
川
町
テ
イ
ス
ト
。

StoryStory
仁淀川町の
おいしいもん。

リアル仁淀川町

お茶ならぬヨモギ入りで、中
身は小豆あんがたっぷり。ヨ
モギは薬草でもあり、昔から
家庭で作られてきたおやつ。
素朴な甘さが身上です。

マッシュルーム
仁淀川町の水、こだわりの土と堆肥で育つ、風味豊
かなブラウンマッシュルーム。生をスライスしてサラダ
に入れても食べられます。

高糖度トマト
標高の高い冷涼な山の
気候を生かしてハウス
栽培します。冬から春
が一般的な高糖度トマト
を、夏から秋に収穫。甘さ太鼓判。

田舎こんにゃく
特産のコンニャク芋を材料に、手で丸めたかわい
らしいこんにゃく。柔らかく、つるっとした喉ごしで、
キビ入りもあります。

田楽
里芋（田芋）や豆腐、こんにゃくなどに味噌を
塗って焙った伝統の食文化。味噌の焼けた
香ばしい香りが食欲をそそります。

土佐文旦
高知の冬の特産品、仁
淀川町の段々畑で育っ
ています。気品のある酸
味とほろ苦い甘さ、みず
みずしい食感は柑橘の
女王です。

仁淀川町のお茶
県内一のお茶どころ。仁
淀川流域の豊かな水、昼
夜の寒暖差、朝夕の霧、
適した土壌や水はけの良
い斜面の畑など、好条件
がそろっています。

お茶のスウィーツ
仁淀川町のお茶の香りや味の濃さを
生かした 6 次加工品の洋菓子や和
菓子が続 と々登場しています。プリン
や大福などはお取り寄せも人気です。

山菜
急斜面を生かした菜園で、ゼン
マイやウド、ワラビなどを栽培し
ています。また、澄んだ沢の水
で育てるワサビも絶品です。

シシ鍋
味噌仕立ての猟師鍋は、あったまって栄養
もたっぷり。イノシシ肉と根菜類、ネギ、こんに
ゃく、豆腐などを入れてどうぞ。

川魚
仁淀川とその支流は、アユやアメゴなど川魚
がおいしく育つ、全国屈指の環境です。塩焼き
や甘露煮、姿寿司などで味わえます。
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